は あるが、 それ はョソ 行きの 生活で、 その 個人 生活 は 

全く 孤島の 中の ように 暮 している 人 は少く はない。 

そういう 一 人の 例と して、 たとえば この 物語の 女主 

人 公の ミヤ子 (彼女の 孤島 的な 生活圏 内に 於て は ミヤ 

公と よばれて いる) をと りあげて みょう。 

彼女 は 東京の 目 貫き通 リの 一 隅の 一 パイ 飲み屋の 女 

中で あるが、 新聞 なぞ は 読んだ ことがない。 彼女が 目 

を さます の は 正午ち かいころ で、 夕刊の 第一 版が そろ 

そろで はじめる 時分で あるから、 自然 朝刊 はすで に 古 

新聞で、 彼女の 生活 は 時間 的に 新聞と ずれても いるが、 

彼女が 新聞 を 読まない 理由 は そのせ いではなくて、 単 



家庭の 事情 を 割合 正直に ミヤ子 や 孤島の 常連に 打ち 開 

けて いたの だけれ ども、 誰も それ を 信用し なかった だ 

けの 話な ので ある。 そして、 信用され なかった の は 彼 

の 不徳の 致す ところで はなく、 つまり 他の 連中が こん 

なと ころで 本当の 身の上 なぞ を 話す もので はない とい 

う 風に 心得て いるせ いであった。 つまり、 ほかの 連中 

は (もちろん ミヤ子 も) 自分の 本当の 身の上 を 誰に も 

打ち 開けて いなかつ たし、 自分と 同じように 他の 人々 

もそう に 決つ ている ときめ こんでいた のであった。 

グズ 弁 はこ こ と同じように 会社で もグズ 弁と よばれ 

ていた。 否、 彼が この 飲み屋で 本当の 身の上 話 を 物 



らも あつたの は、 三年 前に 女房 を 失った せいだ。 長女 

が 中学校 を 卒業して 家事 を やってくれ るが、 その 下の 

弟妹が 三人 も あるので この 若年の 無料 家政婦 は 父の 身 

の 廻りの ことにまで は 注意が 至らない。 それに ミヤ子 

を 知って 以来、 グズ 弁の 生活 は ガラリ と 一変して、 家 

を 明ける ことが 多く、 子供た ちがよう やく 生きて ゆけ 

る 程度に しか 生活費 を 渡さなかった。 そのために 彼と 

長女と はや や 冷戦ぎ みの 関係に あ つ た。 

すべて これらの こと は 彼が ふじの 家 (それが 飲み屋 

の 名) に 於て 人々 に 打ち あけた 事実で あつたが、 誰も 

信用す る 者がなかった だけの 話な ので ある。 



う もの だ。 むしろ このような 恋愛の 方が 真剣であろう _ 

すくなくとも、 グズ弁 は 真剣であった。 

多くの 情夫が 現れて は 去った が、 最後まで 変らずに 

残ったの は、 グズ 弁と 右平であった。 自ら 右平と 名乗 

る けれども、 たぶん 本名ではないだろう。 酔っ払う と 

わざと、 

「ゥへ ェ！」 

と 云って、 テ— ブルへ 両手 をつ いて 平伏して みせた 

リ する。 そういう 声の つぶれた ところ や、 身の コナシ 

が テキ 屋 とか それに 類す る 経歴 を 匂わせて いたが、 現 

在の 職業 は それらし く はない し、 また 定かで ない。 



もしなければ ならない ハメ になる こと を 極度に さけて、 

もっぱら 裏面に 於て ミヤ子 をつつ いて、 冷酷 ムザン に 

敵から 金 を まきあげる こと だけ 考えて いるら しか つ た。 

グズ弁 だけが この 夫婦から いくらか 人間 扱い をう け 

ていた。 

それ はグズ 弁が 彼の 休日に (それ は 日曜日で はない) 

昼から この 店へ 遊びに きて、 それが おおむね ミヤ子の 

外出中に 当ってお リ、 自然に 主人 夫婦と 話 を かわす よ 

うな ことが 重った からで も あるし、 まァ なんとなく 主 

人 夫婦に 虫が 好かれた と 云った 方が よいの かも 知れぬ。 

も つ とも 決して 親友 あ つ かい を 受け はしな か つたし、 



ミ ャ子 はグズ 弁が 結婚 を 懇願す るた び に 、 

「そうね え。 あんた は 頼りになる 人 だし、 あんた と 結 

婚 したいと 思う けど、 右平さん が 同じように 熱心で 

しょう。 あんた と 一し よに なれば、 たぶん 私たち 二人 

とも 右平さん に 殺されち やう わよ。 今 だって、 あんた 

が 邪魔 だと 思う から、 あんた を 殺して 私 を 独占しょう 

と 考えて いるら しい もの」 

彼女 はこう 云う。 そして、 つけ 加える。 

「あの 右平さん さえい なければ、 あんた と 一 しょに な 

れ るのに ねえ」 

そして、 ァ ァァ、 と I 田 息 を もらして 見せたり する の 



「あんた は トラック だから 大丈夫 だよ」 

と 人々 に 云われた が、 

「ィ ャ、 トラック だって、 今に どうなる か 分り やしな 

い。 ハイお -— が 用心深く なると、 今度 は トラックが 狙 

われる 番だ」 

グズ 弁の 稽古 は 誰よりも 真剣 そのもの であ つ た。 

しかし、 グズ弁 は ミヤ子との 結婚の 初志 をす てな 

かった。 むしろ 益々 真剣であった。 そして、 襲い かか 

る 右平 を 逆に 叩き ふせ、 次に 中 井の 攻撃 を も 撃退して、 

ミヤ子 を 独占す る 最後の 男と なる ために、 スパナ— 戦 

法の 稽古に はげんで いたのであった。 



「この 人、 スパナ— を持ッ てんの よ。 身から、 放した 

ことがない わよ」 

笑いながら、 ズ ケズケ 云った。 グズ弁 はてれ て、 赤 

< なり、 

「ォレ は 運転手 だから、 自動車 強盗の 用心し なきや ァ 

ならない。 ォ チォチ できない 商売 はつらい よ」 

しかし、 右平の 顔色が 変った の を グズ弁 は 見逃さな 

かった。 ミヤ子 は 笑顔 を そむけて 満足そう であった。 

「なんで、 あんな こと を 云った？」 

あとで グズ 弁が ミヤ子 をな じる と、 

「だって さ。 私、 心配 だから さ。 あんた、 下の 夫婦 を 



の をグズ 弁 は 思 いだした。 

もう カンバンに したから、 と 下の 婆さんが コト ヮリ 

を 云いに でた よう だ。 けれども、 もつれて いるよう な 

ので、 ミヤ子が 立って、 

「ちょ ッと 見て くるわね」 

「右平 だな」 

「ちがう でしよ」 

「カンパ ン にしと けよ」 

フス、ぇ、 そ、 ゥする わ I 

ミヤ子 は 屋根裏から 降りた。 まもなく 下 は 静かに な 

り、 ミヤ子 は 戻って きた。 



底本： 「坂 口 安吾 全集 23」 筑摩 書房 

1999 (平成 n) 年 2 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「小説 新潮 第 七 卷第四 号」 

1953 (昭和^) 年 3 月 ー 日 発行 

初出 ： 「小説 新潮 第 七 卷第四 号」 

1953 (昭和が) 年 3 月 ー 日 発行 

入力 .. 

校正 .. norik:o SEdto 

2 010 年 5 月 2 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



